
遠隔地へのＤＢバックアップ
～InfoFrame DataCoordinator～

データセンターのデータ喪失を未然に防ぎたい方、必見！！データセンターのデータ喪失を未然に防ぎたい方、必見！！

このような要望に答えます！
◆重大トラブルに備えて地理的に離れた場所にバックアップしたい
◆リアルタイムにバックアップしたい

適用イメージ

リアルタイムにバックアップできない
復旧に時間がかかる
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バックアップセンターバックアップセンター
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～物流を利用したバックアップ～

～ＤａｔａＣｏｏｒｄｉｎａｔｏｒを利用したバックアップ～
ＤＢ内のデータを最短１秒毎にバックアップ
ネットワークを介して即座に復旧
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ＤＢ

ＷＡＮ

ＤＢサーバ ＤＢサーバ

統合管理サーバ



InfoFrame 及び InfoFrame DataCoordinator について

下記URLで紹介しています。

是非ご覧下さい。

InfoFrame : http://www.nec.co.jp/infoframe/

DataCoordinator: http://www.nec.co.jp/datacoordinator/

2008年6月現在

提案事例

お問い合わせは、下記のＮＥＣへ

ＮＥＣ ＩＴプラットフォーム販売推進本部

プラットフォームコンタクトセンター ソフトウェアサポートグループ

〒108-8425 東京都港区芝五丁目３３番１号（森永プラザビル）

ＴＥＬ：03（3798）7177   ＦＡＸ：03（3798）8414
【受付時間】 午前9：00～12：00  午後1：00～5：00   ※土・日・祝日・ＮＥＣ所定の休日を除く

Ｅ-ｍａｉｌ：ｃｏｎｔａｃｔ＠ｓｏｆｔ．ｊｐ．ｎｅｃ．ｃｏｍ

★このカタログの内容は改良のために予告無しに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください

★本製品（ソフトウェアを含む）が、外国為替および外国貿易法の規定により、輸出規制品に該当する場合は、日本国外に持ち

出す際に日本国政府の輸出許可申請等必要な手続きをお取りください。詳しくは、マニュアルまたは各製品に添付しており

ます注意書きをご覧ください。

★記載の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です

★ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬの著作権は、ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ Ｇｌｏｂａｌ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｒｏｕｐが所有しています

主センターのデータをバックアップすることになったが、バックアップセンターのコストを抑えつつ、災害が発生し
た場合でも業務を継続したいといった要望がある。
ＤａｔａＣｏｏｒｄｉｎａｔｏｒを使用することで、

バックアップセンターに安価なOSS-DBが利用できることでコスト削減
必要な表のみを差分配信することで、WANの増強なしにデータを逐次反映
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バックアップセンター

障害/災害時には
バックアップセンター側で

業務継続

Agent License for PostgreSQL (Windows) Agent License for PostgreSQL (Windows) UL1241UL1241--70C 70C 

SQL ServerSQL Server

DataCoordinatorDataCoordinator

製品群製品群

Agent License for Agent License for SQLServerSQLServer (Windows)(Windows)UL1241UL1241--704704

Server LicenseServer LicenseUL1241UL1241--770101

Media/Document KitMedia/Document KitUL1241UL1241--702702

Microsoft SQL Server 2005Microsoft SQL Server 2005
Standard Edition 5CALStandard Edition 5CAL付き付き

製品名製品名

ULULAA03000300--881212

型番型番

※上記の型番、製品名は、マスタ側（転送元）にＳＱＬＳｅｒｖｅｒ、レプリカ側(転送先)にＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬを使用した場合の例です。
※マスタ側にＡＣＯＳ－４を使用する場合は、Ａｇｅｎｔ Ｌｉｃｅｎｓｅではなく、ＤＢＲｅｐｌｉｃａｔｉｏｎ ＡＣＯＳＡｇｅｎｔが必要となります。

さらに、ＡＣＯＳ－４において、ＶＳＡＳファイル連携や差分配信連携を行う場合は、別途ＶＳＡＳ／ＲＦ、ＲＩＱＳⅡ／ＲＦ、ＲＩＱＳⅡ／ＸＲが
必要となります。

http://www.nec.co.jp/infoframe/
http://www.nec.co.jp/datacoordinator/

